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研究成果の概要（和文）：本研究は、組織論におけるプロフェッショナル（専門家）研究の知見を援用し、日本
のデザイナーの持つデザイン態度（デザイナーやデザイン集団に共有される価値観・信念・共有される志向性）
がどのように形成されているかを明らかにすることを目的としている。
デザイナーへのインタビュー調査分析によって、（1）日本のデザイナーの持つデザイン態度の特徴、（2）日本
のデザイナーの持つプロフェッショナリズム（専門家としての態度・信念）の特徴（3）日本のデザイナーの持
つデザイン態度の形成要因、が明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the designer's attitudes in 
Japan and formation factors of that. The designer's attitude comes from the social belief of 
designer and the culture of design organizations.
The interview investigation analysis to designers in this study revealed the three points as below; 
(1) Characteristic of the design attitude which the Japanese designers have, (2) Characteristic of 
the Japanese designer's professionalism, (3) Formation factor of the designer's attitude in Japan.

研究分野：デザインマネジメント
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１．研究開始当初の背景 
日本製造企業の国際的競争力低下が問題視

されて久しい。近年、不確実な環境下で企業
が継続して利益を上げていくための新たな競
争力の源泉として、「デザイン」に注目が集ま
っている。デザインは製品の外観や意味とし
て現前し、企業ではそのデザインを生み出す
プロセスをよくマネジメントすることが必要
となる。デザインマネジメント研究は、これ
まで主に欧米の経営学分野を中心に展開され
てきた。日本では、イノベーション論や製品
開発論で、技術（機能）とデザイン（外観や意
味）の関係性に焦点を当てた研究知見の蓄積
が見られるが、欧米の研究に見られるような
デザイン組織のマネジメントや、デザイナー
の活用といった組織･マネジメント的な観点
からの研究はまだ十分でない。 
組織･マネジメント的観点からデザインを

見る場合、「デザイン態度（Design Attitude）」
の影響を考慮する必要がある。デザイン態度
とは、デザイナーやデザイン集団が持つ価値
観や信念、共有される志向性のことを示す。
経営トップやマネジャーが、デザイン態度を
受け入れ理解することが、その企業のデザイ
ンマネジメントを成功に導くために重要とな
る。しかし、その重要性が多く指摘されてい
るものの、そもそもデザイナーのデザイン態
度がどのように形成されているのかについて
の実態は、ほとんど明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、組織論におけるプロフェッショ

ナル研究の知見を援用し、デザイナーの持つ
デザイン態度（デザイナーやデザイン集団に
共有される価値観・信念・共有される志向性）
をプロフェッショナリズム（職業の規範）の
要素であると仮定し、それがどのように形成
されているかを明らかにすることを目的とす
るものである。 
デザイナーは高度な専門性を持つ新興専門

職のひとつである。これまでプロフェッショ
ナル研究では、医師や弁護士のような古典的
なプロフェッショナルと、デザイナーや経営
コンサルタント、ソフトウェアエンジニアの
ような新興プロフェッショナルとを区別して
きた。特に、後者の多くは、自らが形成してい
る専門家組織ではなく、一般企業のような非
専門職組織に所属しているため、その自律性
に制限を受け職務を遂行している。 
これらの前提を踏まえて、本研究ではプロ

フェッショナルは、「プロフェッション（専門
家集団）」と、「組織（所属組織）」のそれぞれ
の影響を受けて、そのプロフェッショナリズ
ムを形成しているものと仮定し、 
（1）デザイナーのプロフェッショナリズムが、
どのように形成されているのか（プロフェッ
ショナル、プロフェッション、組織の関係） 
（2）プロフェッションが、デザイナーのプロ
フェッショナリズムとデザイン態度の形成に
どのような影響を及ぼしているのか（プロフ

ェッションとプロフェッショナルの関係） 
（3）所属組織が、デザイナーのプロフェッシ
ョナリズムとデザイン態度の形成にどのよう
な影響を及ぼしているのか（組織とプロフェ
ッショナルの関係） 
の 3つの観点から調査分析を行った。 
 
３．研究の方法 
本研究では、グラウンデッド・セオリー・ア

プローチ（Glaser and Strauss, 1967）（以下、
グラウンデッド・セオリーと略）を用いた。グ
ラウンデッド・セオリーは、データの収集と
分析を通じて、データに根ざした理論
（grounded theory）を生成することにその目
的があり、そしてその性質は、既存の理論に
もとづいた仮説検証ではなく、データに基づ
いた（grounded on data）理論の導出と構築
にある。 
デザイン態度の研究は未だ萌芽的な段階で

あり、研究蓄積そのものが少ないことや、こ
れまでのプロフェッショナリズムの議論との
関係性についての理論的な検討が詳細になさ
れていないことがその問題点として挙げられ
る。そこで本研究では理論構築に適している
グラウンデッド・セオリーを選択し、デザイ
ナーへのインタビュー調査と収集された音声
データの分析から、デザイナーのデザイン態
度の形成要因に関する理論構築を試みた。 
インタビュー調査は、2015年 8月から 2016

年 3月にかけて国内のデザイナー14名に対し
て行われた。さらに日本の特徴的要素や文化
特性の影響を明らかにするために、比較対象
としてイタリアで活躍するデザイナー5 名に
対して、2016年 3月から 2017年 7月にイン
タビューを実施し、その結果を比較検討した。
本研究のグラウンデッド・セオリーの手順は、
以下の通りである。 
デザイン会社、デザインスタジオに所属す

るデザイナー（以下, DD と略）、インハウス
デザイン部門に所属するデザイナー（以下, ID
と略）、フリーランスデザイナー（以下, FDと
略）の順にデータ収集とインタビュー音声の
文字起こしデータのオープン・コーディング
をそれぞれ実施し、プロフェッショナリズム
に関連する概念の形成を行った。全体で 14人
分のデータを分析し、14人目のデータで新た
な概念が形成されなかったことから、理論的
な飽和を迎えたとして、分析のプロセスを終
えた。 
次に、イタリアでの調査のインタビュー音

声の文字起こしデータから、デザイン態度と
それに関連するテーマを形成した。国内のデ
ータに加えて分析を続け、インタビューの 5
人目のデータにおいて新たな概念が形成され
なかったことから、理論的な飽和を迎えたと
して、イタリアでのインタビューデータの分
析プロセスを終えた。 
最終的に形成されたデザイン態度の概念を

4名のデザイン専門家（デザイナー2名、デザ
イン研究者 2 名）に確認してもらい、再度テ



ーマのまとめを行った。 
	
４．研究成果	
本研究の成果は、以下の 3 点にまとめられ

る。	
（1）日本のデザイナーの持つデザイン態度の
分析	
本研究を通して、日本のデザイナーの持つ

プロフェッショナリズムの要素が明らかにな
った。まず、国内でデザイン活動を行うデザ
イナーに対するインタビュー調査とその分析
を通して、	
①新たな文化や意味を創造する	
②喜びを与える	
③論理性を重視する	
④深い洞察を得る	
⑤美しさの追求	

の 5 つのデザイン態度のカテゴリーが形成さ
れた。	
加えて、デザイン態度の支える要素として、

「仕事に対する誠実さの信念」と「社会貢献
の信念」の 2つの信念が形成された。	
さらに、イタリアでデザイン活動を行うデ

ザイナーに対するインタビュー調査の結果か
ら、	
⑥あいまい性を保持する	

というデザイン態度の要素が形成された。	
	
（2）日本のデザイナーの持つプロフェッショ
ナリズムの理論構築	
本研究を通して、日本のデザイナーの持つ

プロフェッショナリズムのフレームワークが
構築された（図 1）。	

図 1．日本のデザイナーのプロフェッショナ
リズムのフレームワーク	

	
仮説モデルの上部は、デザイン態度の要素

を示している。デザイナーの専門性は大きく
分けて「総合化（構築主義的態度）」と「美（美
に関する態度）」に関するものの 2つが仮説化
された。加えて、本研究では、総合化に関する
構築主義的態度は、新規性を求める探索的な
デザイン態度と、問題解決のデザイン態度の
2つに分類された。	
さらに、探索的なデザイン態度には、「新た

な文化や意味を創造する」と「喜びを与える」

の 2 つのデザイン態度の要素が整理され、問
題解決のデザイン態度には、「論理性を重視す
る」と「深い洞察を得る」の 2 つの態度が整
理された。	
フレームワークの下部は、プロフェッショ

ナリズムに関する、	
①専門職業家組織へのコミットメント	
②自律性の概念	
③信念	
④アイデンティティ	

の 4 つの要素の関係性を示している。図内の
矢印は、専門家集団と所属組織それぞれの組
織に対する態度であるコミットメントを示し
ている。	
本研究の調査からは、プロフェッショナル

の信念として「仕事に対する誠実さ」と「社会
貢献の信念」の 2 つの信念が形成された。仕
事に対する誠実さの信念は、経済的な合理性
から距離をおくことで、仕事の手抜きを抑え、
新規性を求める探索的な態度の発揮につなが
ることを示している。図 1 左の上に向く矢印
は、その影響関係を示している。	
次に、「社会貢献の信念」は、問題解決のデ

ザイン態度の発揮につながることが示された。
デザインの社会への貢献を常に意識すること
は、問題解決のデザイン態度を促進すること
がインタビューより確認され、図 1 右の上に
向く矢印は、その影響関係を示している。	
	

（3）日本のデザイナーの持つデザイン態度の
形成要因分析	
イタリアでのインタビューデータから、専

門家社会に対する貢献を意識する発言が多く
得られた。本研究での調査に協力されたイタ
リアのデザイナーは、その多くがデザインを
専門とする組織に身を置いていることから、
一般企業のデザイン部門等の専門職以外の組
織に所属する場合よりも、職務に対する自律
性が高く保たれる環境にあると考えられる。	
さらに、協力者はイタリアのデザイン文化の
社会的な浸透について指摘しており、その専
門性に対する敬意について発言していた。こ
のような組織形態と社会的なコンテクストか
ら、自律性を高く保つことが可能となる。	
さらに、プロフェッショナルの自律性が高

く保たれることで、仕事に対する誠実さの信
念が強く発揮される。経済的な合理性から距
離を置き、プロフェッショナルとしての誠実
な仕事に集中することで、探索的なデザイン
の態度の発揮を促進することが示された。	
一方で、日本国内での調査協力者は、大規

模なデザイン会社や企業のデザイン部門に所
属するデザイナーも多く、全体としてイタリ
アでの調査よりもプロフェッショナルとして
の職務の自律性が低い傾向にあった。デザイ
ン態度の獲得の過程と形成要因については、
多くのデザイナーが入社 1〜5年の間に「社会
貢献の信念」、「論理性を重視する」、「深い洞
察を得る」というデザイン態度を獲得してい
ることが示され、さらにこのような姿勢は、



組織のデザイン文化として形成されているこ
とが確認された。そこで、社会貢献の信念が
組織の文化を通して共有されていることによ
って、問題解決のデザイン態度の発揮が促進
されることが示された。	
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